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熊本市宅地液状化防止事業情報誌第１６号（令和元年（2019年）8月発行）

～液状化に強いまちを目指して～

【宅地への支援制度】 ●熊本市宅地復旧支援事業

この事業では、「宅地地盤復旧工事」、「家屋傾斜修復」、「新
築・既存の地盤改良工事」の助成金制度により被災者の方々へ
支援を行なっております。詳しくは、右記問合せ先まで。

熊本市では、近見地区において「宅地液状化防止事業」の検討を進めています。事業について広く市民の皆様に知っていただくため、熊本市宅
地液状化防止事業情報誌として「ちかみらい通信」を進捗にあわせて発行し、情報の共有に努めております。

地下水位低下工法による対策区域が追加されました

液状化に関する情報を熊本市ホームページに掲載しておりますので、こちらも是非ご覧ください。 熊本市 液状化情報 で 検索

液状化対策区域の検討結果を令和
元年７月２６日に開催した「熊本市液
状化対策技術検討委員会」に諮り、
地下水位低下工法による対策区域が
追加されました。（左図参照）

（１）対策区域の追加について

「熊本市液状化対策技術検討委員会」 にて、
80％以上の同意で工事を実施することに決定しま
した。左図の①～⑤区域については、同意取得を
進めております。今回追加となった対策区域につ
いても、今後同意取得を進めてまいります。

（２）同意取得について
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（３）別途検討区域について
地下水位低下工法対策区域の範囲外の別途検討区域（左図参照）について、液状化被害
の軽減が期待できる（家屋直下の地盤のみの対策）工法を検討し、以下の２つの工法を「熊
本市液状化対策技術検討委員会」にて報告しました。
また、粘性土優勢区域で、顕著な液状化被害や噴砂などの現象が認められなかった区域
については液状化対策は不要と判断しました。

今後、皆様に詳細な区域等をお示しできる段階になりましたら、説明会等のご案内をさせ
ていただきます。

①中層改良工法
⇒適応条件：家屋が存在しないこと（さら地）

②地中壁改良工法
⇒適応条件：家屋があり、地中壁改良が施
工可能なこと

対策不要区域
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